


1 ｣

1. 本 意志は ､物 一性物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め ､ 研 究 者 が そ

の 石井究 意 見 を 自 由 に発 表 し言寸諭 し あ い ､ ま た ､ 研 究 に 関 連 した

一情 報 を速 や か に 交 換 し あ うこ と を 目白勺と して , 毎 月 1回 編 集 ･

rl 干rj行 さ れ ま す ｡ 掲 載 内 容 は ､ 研 究 論 文 ､ 石井究 会･･国 際 食 言義を ど

の 報 告 ､ 言草義 ノ ー ト､ 石井究 に関 連 した 言者問 題 につ い て の 意 見 ､

十青報 な どてもす 0

2. 本 言志に掲 載 さ れ る論 文 につ い て は ､ 原 則 と して 審 査 は 行 な い

ませ ん O 但 し､ 編 集 者 が本 書志に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と

認 め た も の に つ い て は ､ 改 言丁を求 め ､ ま た は 掲 載 を拒 絶 す る こ

と カ甘あ り ま す O

3. 本 言志の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 言志に 引 用 す る と き は ､ 著 者 の 承

諾 を得 た 上 で Privatecommunication扱 い に して 下 さ い ｡

投 稿 規 定

1 . 雑言志のペ ー ジ数 を節 約 す る た め 原 稿 は極 力 簡 弓常 に お 書 き 下 さ

し ○ヽ′

2. 原 稿 は 4 00字 詰 原 稿 用 紙 を使 用 して 下 さ い ｡

3. 数 式 ､ 言己号 の 書 き方 は Progress, Journal の 投 稿 規 定 に

準 じ､ ミス プ リ ン トカぎ生 じ を い よ う に適 当 を処 置 を と っ て 下 さ

しヽO

｣ニッ キ ､ 下 ツ キ は特 に給 わ しい も の の み を才旨走 して 下 さ い ○

英 字 の 大 ､ 花 文 字 ､ ギ リ シ ャの 手旨走 を 忘 れ な い よ う に ､ O と a

と 0(ゼ ロ )､T と nと r､C と e､1(エ )I,)と 1(イ チ )､X と ×

(カ ケ ル )､u と V等 が 一 番 聞 達 い や す い ｡

4. 数 式 は 3行 に わ た っ て 大 き く書 い て 下 さ い ｡

5. 1行 以 内 に お さ ま ら な い 可 青t5.㌢t生の あ る長 い 数 式 等 は必 ず 改 行

の 際 の 切 れ 目 を赤 で才旨ち宣 して 下 さ い ｡

6. 図 の 縮 尺 ､ 拡 大 は 致 しま せ ん ｡ 1頁 以 内 に 人 ら を い 図 は原 貝U

と して 著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ま す ｡

7. 授 精 後 の 原 稿 の 訂 正 は で き る だ け さ け る よ う に して 下 さ い ｡

8. 別 刷 は 原 則 と して 作 り ま せ ん ｡ ど う して も別 刷 が 入 用 な場 合

は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さ い ｡ 別 刷 代

は 下 言己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ま す ｡

(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん ｡)

p :物 研 出 来 ｣ニり真 数

Ⅹ :別 席IJ所 要 普tS数

a :別 刷 1頁 の 代 金 3円

b :製 本 代 (別 刷 1部 につ き) 30円

別 刷 代 ;-(ap十 b)x+ 送 料

別 刷 代 金 は 別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月 以 内 に納 め て 下 か い｡

そ れ よ り遅 れ た 場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を言責求 さ れ る こ と が あ り ま

す か ら､ 御 注 意 下 さ い ｡

9. 原 稿 締 切 日 は 毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発 行 言志に掲 載 さ れ ま

す o
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プレプ リン ト案内

こ阪大･理 ･金森研〕

o F.Brouers,A.V.VedyayevandM.GiorglnO

TheResidualResistivityofConcentratedFerromagneticDisorderedAlloys

o H.Fukuyama

MagneticPropertiesofBinaryAlloysL ModelofUniform ExchangeInteractions

〔東大 ｡教養〕

o T.Izuy?ma (NonexistenceofCompleteFerromagnetism)

o A.L FetterandK.Harvey (ElasticFilamentsandVortexWaves)

o V.Arunasalam (RadiativeCorrectionstotheTheoryofElectronGas)

o C.S.Matveychuk (Depend-enceoftheReducedDensityMatrixupontheBoundary

ConditionsFortheCaseof玉oseandFermiSystems)

o V.D.OzrinandI.A.Kvasnikov (Two-TimeTemperatureFormalism intheTheory

ofNormalFermi-SystemsIII)

o DICapocacciaandM.V.Missoni (RecentDevelopmentsontheEquilibriurn

ThermcdynamicsofCriticalPoints)

〔東大 ･理 ･久保研 〕

o HisaoOkamoto,Shir°lsaandHazimeMori

AsimplifiedTheoryofLiquid-solidTransitions.II-LennardJonesandl1/r12 systems-

O MichaelE.FisherandMichaelN.Barber

RemnantFunctions

o YukioSuezaki

AStudyoftheElectricandMagneticPropertiesofOrganicSemiconductors

o P.Bonche

NuclearDensitiesinaModelwellofArbitraryShape

o HiroshiUeyama

MethodofI･angevinEquationforIrreversibleProcessesinaNon-LinearSystem

o BrunoJ,Mdller

AllDualityTheoriesforLinearlyTopologizedModulescomefrom MoritaDualities

o V.BuonomanoandR.G.Lintz

TheconceptofDifferentialEquationinTopologicalSpacesandGeneralizedMechanics

-75-



プレプリント案内

O HiroshiNamaizawa

Dynamicaltheoryofquantum solids-phonondispersionrelation

o FrankStern

LeW-TemperatureCapacifanceofInvertedSiliconMosDevicesinHigh MagneticFields

o ToshiyukiNinomlya

AtheoryofDislocationMotioninaCrystal.Ⅰ.GeneralandApplicationtoone-

dimensionalLattice

o TakumaIshikawaandTakehikoOguchi

SusceptibilityofRestrictedDimensionallsingFerromagnet

o MarkNelkin

lnertialEffectsin MotionDrivenbyHydrodynamicFluctuations

o Setsuolchimaru

SomeAspectsortheTheoryofStrongPlasmaTurbulence

o Setsuoをchimaru

ScalingLawsandUniversalSpectrum ofStrongPlasmaTurbulence

o KatsuichiTankeiandKoichiroNojima

T-MatrixApproachfortheAndersonModelintheMagneticCase

〔阪大･教養 ･物理〕

o HiroshiNamaizawa

Dynamicaltheoryofquantum solids-phonondispersionrelation.

o YasushiWada,

StructureofCooperPairsinSuperconductors

o YoshihkoAbeandShigetoshiKatsura

IAtticesGreen'sFunctionforSimpleCubicandTetragonal LatticesatArbitraryPoints･

o SakariInawashiro,ShigetoshiKatsura

I･atticeGreen'sFunctionforSimpleCubicLatticein,TermsofMellin-BarnesType

lntegral.ⅠⅠ.

o lenarilguchi

TheoryofVortexJWaveStateinRotatingHeⅡ
O Ienarilguchi

RotonTrappmgbyaVortexLine

o IRodneyBaxter ＼

EightVertexModelinlatticeStatisticsandOne-DimensionalAnisotropicHeisenberg

Chain.Ⅰ. SomeFundamentalEigenvectors
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プ レプリン ト案内

〔日大 ･理工 〕

｡ BootstrapandBuddism.

(F.Capra)

o DensityofStatesintheOne-DimensionalHubbardModel.

(K.Ek)

｡ Niobium SurfacesforRFSuperconductors.

(E.W.Hoyt)

0 InvestigationoflnnerShellExcitationsinSolidsbySynchrotronRadiation.

(R･HaenselandB･Sonntag) ､

o EvanescentWavesinPotentialScatteringfrom RegularLattices.

(S.TwarequeAlュandMarjanBa°eandJosephH.Eberly)

o TheTheoryofaNoncollinearFerromagnetism oftheU9D4Compounds.

(∫.PrzystawaandE.Praveczki)

o Many-ParticleStatesinRelativisticStatisticalMechanics.

(V.M.MaltsevandN.K.Dushutin)

o OntheRotationofPlaneofLinearPhotonPolarizationintheMagnetized

Ferromagnetic.

(V.G.Baryshevski,0.V.Dumbrais,V.L.Lyuboshitz)

o ContinualSolutionoftheQuasipotentialEquation.

(V.N.Pervushin)

o MagnetoresistivityofDiluteMagneticAlloys.

(B.Kozarzewski)

o StatisticalMechanicsofParafermiSystems.

(∫.L RichardandE.C.G.Sudarshan)

｡ HotUniverse,CosmicRaysofUltrahighEnergyandAbsoluteReference.System.

(HumitakaSatoandTakeoTati)

〔広島大 ･理 ･西川研 〕

o A.r.^HTBaK,B王O TPaXTeHrep皿■●

OB HHAyIIHPOBAHHOm PACCE只HHHBO∧H

B 肌ArHHTOAKTHBHO貞 n̂ A3NIE

o V.I.Karpman,D.R.Shklyar

NonlinearDampmgofthePotentialMonochomaticWavesinanlnhomogeneous

Plasma
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プレプリント案内

p TohruOgawa

NewApproximationMethodfわrlsingProblems

o TohruGi3aWa,HisakazuOguraandMasaharu Tanemura

OntheMeltingin aSystem withExponential-TypeRepulsivePairPotentials

o R.L Dewar

FrequencyShiftDuetoTrappedParticles

o 氏.L Dewarand∫.Lindl

TheNonlinearFrequencyShiftoraPlasmaWave

o TetsuyaSato

A UnifiedTheoryoftheTypeIAndTypeII

IrregularitiesintheEquatorialElectrqjet･

o FumiakiShibataad KazushigeMachida

Propertiesoflocalizedboundstateandimpuritybandinsuperconductingmagnetic

alloys

.o Mitsuhi∫oNambu

High-PEffectontheGeneralizedIonBernstein ModeNeartheLowerHybridFrequency

-78-



ニュ-ス

o 東大･教養

東大 ･教養 ･物性コロキューム

4/11 富野座氏 TheGroundStateEnergyoftheBoseandFemionSystem

intheHigh DensityLimit.

4/21 実松氏 Polypeptides の 7E一電子吸収

D論文

ロトン･ロトン相互作用(永井)

M論文

液体中の縦波の減衰(町田)

反強磁性体のフレンケル励起子の伝播 (石川 )

銅単結晶の角相関曲線(大山)

高温金属の陽電子消滅 (石原)

コレステリック液晶の構造(児玉)

イジング･モデルの局所臨界指数 (氷上 )

準粒子による多体系の記述レビュー(本村 )

人のうこき

○阪大 ･教養 ･物理

山田安定 氏

阪大理学部助教授から阪大 ･教養教授-昇任 (47年 3月)

○広島大 ･理

川村 清 氏 4月 1日より東大 ･理 ･久保研 一 広大 ･理 ･物性学科

大阪之雄 氏 4月 1日より東北大 ･工 ･電通研 → rE大 ･工 ･電気工学科
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掲 示 板

慶応義塾大学医学部物理学教授(または助教授 1公募

1.公募人員

2.所属部門

3.専門分野

4.着任時期

5.挺出書類

6.公募締切

7.宛 先

8.連 絡 先

教授 (または助教授 )1名

医学部進学課程物理学教室

(昭和48年 4月以降の在職予定者 :

荒川美恵子講師,浜野明子助手 )

理論,実験の別,および分野を問いません｡

授業は一般物理学の講義を含み週10時間程度

昭和4.8年4月 1日

履歴亀 業積リスト,主要論文別刷,推薦書

昭和47年 9月15日

〒160 東京都新宿区信濃町35

慶応義塾大学医学部

医学部長 三 辺 謙

〒223 横浜市港北区日吉町665

慶応義塾大学物理学教室 岡 ′ト 天

電話 044-63-1111 内線 297

封筒の表に ｢公募書類在中｣と明記の上,書留で郵送してください｡

昭和 47年度後期研究計画 ｡アトム型研究員募集

京都大学基礎物理学研究所

所 長 牧 二 郎

昭和47年度後期の基研研究計画及びアトム型研究員を下記のように募集致します｡長

期 ･短期 由モレキユ- JL,型研究計画の外に,従来の枠にとらわれない新しい研究計画の応

-80-



掲示板

碁 も歓迎致します｡

記

1.募集内容 別歓参照

2.〆 切 1972年 5月31日(必着 )

基礎物理学研究所研究部員会議及び運営委員会(6月下旬の予定)で決

定します｡

3.宛 名 京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所共同利用事務室

応募の際は適当な用紙に御記入の上,封筒の表に研究計画又はア トム型研究員応募 と

明記して下さい｡

A-研究計画

長期研究計画 (あるテーマについて数ヶ月から1年にわたって連絡をとりつつ研究

を行 うもので,普通年 1- 2回研究会を行っている｡ )

短期研究計画(あるテーマについて数 日間研究会を行 う｡ )

モレキュール型研究計画

(数人が随時連絡をとりつ つ研究するo )

イ)研究テーマとその内容

応募書類はあらかじめ研究部員に配っておき,研究部員会議で充分討議致しま

すので,主旨及び問題点を具体的に書いて下さい｡

ロ)世話人及び提案説明者

世話人として主な研究計画立案者を二人以上あげ,その中の一人を連絡責任者

として指定して下さい｡ 6月下旬の基研研究部員会議で提案の説明をしていただ

きますので提案説明者を決めて下さい｡基研研究部員が参加者にいる場合はなる

べく研究部員が提案説明にあたって下さい｡

ノ､)研究会及びその他の会合の開催希望時期

- 8 1 -



掲示板

ニ)研究会及びその他の会合に参加する研究者の予定数

ホ)旅費及び校費の必要額 (項目別に明記して下さいO)

B アトム型研究員

ア トム型研究員は大学院生を含む研究者を対象とし,個人がある期間,当研究所に

滞在して研究を続けていただくものです｡但し,特別の事情がある場合には当研究所

以外を研究場所とする計画も認めることになりました｡

これについての詳細は篤 54回研究部員会議議事録(1971年 11月)22頁,

地方大学の研究条件の改善についてをごらん下さい｡(物性研究上ヱ(1972)404参

照)必要な場合には基研共同利用事務室-お問合せ下さい｡なおアトム型研究員は,

9月末にも募集致します｡

イ)所属 ･身分及び連絡先

ロ)研究テーマとその内容

計画の内容,応募の目的をなるべく具体的に御記入下さい｡他の研究計画と関

連させて申し込まれる場合はその旨明記して下さい｡

ノ､)滞在希望時期及び期間

滞在期間は原則として1ケ月-1年としますが,場合によっては2週間程度で

も結構ですo応募者が一時期に殺到し,基研の収容簡力をこえる場合は,一部時

期の変更をお願いすることもあります｡(昭和 46年度の利用者は滞在5ケ月,

3ケ月各1人, 1ケ月半2人, 1ケ月28人, 20日2人,2週間1人でした｡)

C 新しい型の研究計画

研究部員会議の議論とふまえて,従来の研究計画の枠にとらわれない計画に別枠の

予算を用意致しますので御応募下さい｡第 55回研究部員会議 (1972年 3月)義

事録,議題 7参照, (物性研究 本号83頁 ))
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第 55回 研 究 部 員 会 議

第 56回 運 営 委 員 会
議事録

第 55回研究部員会議議事録

1972年3月2日,3日

於 基 研 小 講 義 室

清

藤

部

香

田

市

野

究

営

池

古

中

研

運

所

美

進

生

員

貞

員

その他 オブザ-バー 14名

うち 研究計画提案説明 12名

議 題 ユ_議長団報告

2.基研報告

3.外国人指聴

4.新研究部員承認

5.基研の校費.旅費について

6.助手補充について

7.出張型アトム型研究員,Visitor制度について

8.昭和47年度前期研究計画提案

インフォーマル.ミーティング

9.昭和47年度前期研究計画決定

10.国際交流について

11.基研の充実計画について

12.原子核将来計画について

13.オーバードクターの研究条件

1.議長団報告

古市 : 先回の研究部員会議で,高エネ′レギー物理学研究所の運営協議員,評議員の問題にっいて申し入れをすることが決ったの

で.研究部員会議で作った文章を議長団の名前で高エネ′レギー研,所長,KEJ宛送った｡それに対する正式な返答はきて

いない｡

小川 : KEJではこの申し入れがある前から,いろいろの討論があったが,申し入れ事項のうち,運営協議員には管理部長は入

らないことになった｡所長も運営協議会のメンバーでない0

なお運営協議員の被選挙権者資格については,候補者の選出を各グ′レ-プにまかせることで解決した｡

また,評議員 と運営協議員は兼任しないことになった｡評議員の推薦を依頼 しながら,そこか ら推薦された15名のうち

14名しか発令されなかったことで高エネ′レギー研は学術会議にもいわば借 りをもっている｡KEJでも所長に努力を要請

しているが現在のところ新たな進展はない｡

2.基研報告

牧 :o 研究部員会議の日程が国立一期校の入試の日鎧と重なって.ごめいわくをおかけして甲しわけない｡
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o 武野氏は,併任助教授として密接にコンタクトをとっていただいているが･後任人事については,先回の研究部員会轟

の議論にそって公募し,選考の手続を始めている｡

o 先回の部員会後,ア トム型研究員として以下の方々が来られた｡

福田礼次郎 (東 大 .理 ) S･46.ll. 8 - S.46.ll.22

尾 立 晋祥 (東理大 ･理工 ) ′/ ll. 6 - 〝 12. 5

金 一 東 // 12. 1 - S.47. 2.29
矢 崎 茂 夫 (東 大･教養 ) 〝12. 3 - S･46.12.25
大槻昭一郎 (九 大 ･理 ) S･47. 1.14 - S.47. 2. 3

長谷川正之 (東北大 ･理 ) // 1_24 - // 2. 2

/′ 2.28 ′- // 3. 8

稲 見 武 夫 (東 大･教養 ) 〝 1.26 - 〝 2.25
太 田 浩 一 ( 〝 〝 ) 〝 2. 7 - ′′ 3. 7

永 井 克 彦 ( ′/ 〝 ) ′/ 2.13 - 〝 3.12

川 島 博 光 (立 大･埋 ) 〝 2.15 一 〝 3.14

谷村はるか ( // //) // 3. 1 - // 3.31

0外国人招聴
V.P･Shelest(キェフ理論物理学研究所 ) S.47.1. 1- S･47 1.31

A･ Bregman S.47, 1. 1- S･47. 6.30

N.C.McKe唱ie(英国王立協会奨励研究員 ) S･45.12.16- S.47.12.15

K.Buchner S.46. 1. 1- S.47.12.31

0 出張塾アトム型研究員の選考方法にっいて,運営委員会で議論があったが,研究部員会議での議論が充分でなかったの

で.､もう一度ここで議論 していただきたいということになった｡

o 所長問題について.運営委員会で議論した結果次期所長についてはA案でいくことになり単記,無記名で選挙の結果,

私が選ばれた｡所員の任期制との関係 もあるので所長任期の途中で私が他-移るときは,その時点で所長を辞めてよいと

いうことになっている｡ここでこの結果を検討していただきたい｡

又.基研ほ所長の任期が.学内規定で4年になっているが.2年の方が運用上都合がよいので他の研究所の例も考えて,

規定も2年に変えることにした｡

古市 (議長 ): 次期所長について運営委員会の決定に異論がなければ承認されたものとしたい｡

異 議 な し

3.外国人招聴

牧 : 10月の共同利用研究所森談会連絡会で,従来の基研のやり方を経過措置として当分の間続けることやミ望ましいというこ

とが決 り.そのことを議事録に書いて文部省に持っていったが.文部省ではなお検討 しなければ.どうするかわからないと

いう返事だったo

又,前Eilの研究部員会議で名前の出た招聴険補者を.以前から来日を希望している数人をリス トにして.来年度の招聴候

補者 として文部省に渡してきた｡

文部省からの来年度の計画書についてもこの線で書類を作 り捷出した｡

共同利用研究所の外国人研究員の予算は.46年度は3名分だったが,47年度は6名分になーった｡

来年度は物性,核物理関係の国際会議があることだし,早 く基研の枠の可能性が知 りたかったが.まだわからない｡ 3月

8日に私と物性研所長とで文部省に折衝に行くことになっている｡

先日,運営委員で要望書をまとめ,文部省に提出した｡ (資料 参照 )

田中 : 多少でも可能性があると考えられるときは,時間をかけて押していくべきだ｡

牧 : 昨年,文部省から大蔵省に6名分要求した段階では,研究所につけることになっていたらしいが結果として3名分になり

文部省E,=プ-7レすることになった｡

小川 : 使いに くい制度になっていると.結局使い残すことになり,予算の増額要求にマイナスになるのではないか｡

湯川 : 使いきらないと予算の減る原因にな りうる｡

松田 : 文部省のやり方では.従来の基研のものと違い,若い人が長く滞在するということになるのではないか｡

高木 : どの研究機関でも.外国人に1ケ月位来てもらいたいという要望は強いO学術会議の学術交流委員会でもそういう問題を
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とりあげてほしい.a

牧 : 去年の 11月に出た学審の 〝大学等における学術研究条件の整備についてpの中間報告にも.国際交流について,

｢昭和46年度において新規に予算が計上 された共同利用研究所の外国人研究員長期招聴制度はきわめて有意義であるので.

その枠の拡充を図る｣ということと同時に

｢なお,この経費とは別に.滞日中の外国人研究者に短期間研究協力させるための経費 (給与費.研究費等 )を計上するこ

とも有意義と考えられる.｣ということが述べられている｡

運営委員会からの要望には

(I) 新設された ｢外国人研究員｣制度の中に短期間滞在の形式を含めるかa

α)外 国人研究員短期招聴制度を速かに新設することとし,それまでは実質的に支障のおこらない形の運用を行 うか｡

等の方法により,昭和47年度以降においても,本研究所のこの面における活動に支障と損失のもたらされぬよう適切な措

置を講じていただきたい,ということを述べた｡

等の議論のあと,来年度従来の基研方式が認められた場合の招聴予定者として.以下の人々の名前が出された｡またもし認めら

れなかったときのことについて

○ 現在招碑の確約をしている人はないが,もし認められない場合には,可能性があると言っていた人には,それがわかったらで

きるだけ早く通知する｡

o 研究計画の中に一部取上げることもあり得る｡

o 国際会議の国内の役員の方々にも事情を充分理解 しておいていただく必要がある｡

等が確認された｡

昭和 47年度 招聴予定

液体金属国際会議関係

H.Ehrenreich

H.H.March

N.帆 Ashcroft

V.杖eine

核物理関係国際会議

D.H.WilkinLson

C.S･Wu

S.T.Belyaev

G.E.Brown

B.叫)ttelson

H.Frauenfelder

G.Breit

V.Gillet

そ の 他

Ⅰ.Talmi

H.Fr'6hlich

J･E.Blomquist

4.新研究部員承認

素粒子,原子核関係 (改選 10名 )

沢 田 昭 二 (名 大 ･理 ) 菅野,藤臥 河原林の3氏が同得票数だったのでくじびきの結果,

田 中 正 (京 大 ･W) 左記のように決った｡

坂 東 弘 治 (福井大 ･工 )

樋 浦 順 (北 大 ･理 )

野 田 二次男 (九 大 ･//)

平 野 雅 量 (北 大 ･〝)

宮 沢 弘 成 (東 大 ･〝)

森 田 正 人 (阪 大 ･〝)
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菅 野 礼 司 (阪市大 ･理 )

藤 田 純 一 (東散大 ･〝)

以上 10名

次点 1.河 環 林 研 (東 大 ･教養 )

2.高 木 富士夫 (東北大 ･理 )

3.高 田 健次郎 (九 大 ･理 )

物性関係 (改選 5名)

山 口

森

槽

田

令

nJHt
養

1

-

教

理

〃

●大

大

取

北

〃

鳥

東

′-1

(

l

佐

章

雄忠

九紀

敏

由

正

本

山

蔵

中

大･〝)

〝･教養 )
以上 5名

次点 1.鈴 木 英 雄 (早 大 ･理工 )

2, 小 野 周 (東 大 ･教養 )

3.豊 沢 豊 ( //･物性研 )
5.基研の校費,旅費について

牧 : 近年物価上昇にくらべ.校費の伸びが悪 く.節減があったりして非常に苦しい状態にきている｡定員が足 りないため非常

勤職員が多数必要なこと,北白川学舎の維持者がっかないことが大きな要素になってしわよせがきている｡図書費について

いえば,必要な雑誌もそろえられない事態にな り,プログレスの買上部数も大巾におさえ,全国の研究機関-の寄贈を一瓢

除いてやめることにした｡

所内ではゼロックス,電話,その他細かい点まで倹約を心がけている状態だ｡建物の補充等全然できない状態だO基研の

ように規模の′トさい研究所は赤字のしわよせをするところがな く,予算の逼迫は切実だ｡

位田 .一 基研の校費が窮迫してきたのは,4･5年度からである｡共同利用事務,宿舎管理の定員化がどうしても必要｡

6.助手補充について

牧 : 中野氏が近く転出される予定である｡本来なら割愛願いがきてからここで後任の公募について議論していただくべきだが.

今回は極 く間近に転出が予定 されており,受入れ側も中野氏も今回の研究部員会議に話を出して良いという御意向だったの

で,できればここで後任の公募の可否,公募することになったら専門分野,任期のこと等,議論 していただきたい｡

池田 (議長 ): 正式に割愛願いを受理 した時点で公募する｡

専門 広い意味の素粒子論

(素粒子論,原子核理論,宇宙線理論及びその周辺)

任期 3±1.5年

ということでよいか｡

承 認

7.出張型アトム型研究員,Visitor制度

出張型ア トム型研究員について

池田 : 前回の研究部員会議で出張型ア トムを試験的に行ってみることにしたが.議論のつめが足 りなかったので,選考方法等に

っいてもう一度議論 してほしいと,運営委員会から申し入れがあったので,議論したい｡

近藤 : 提案者としてほプリンシプ′レについて研究部員会議で議論し,人選は運営委員会でやっていただきたい｡

今回は公募書類にも今までのアトム型の枠の拡大のような文章で書かれており,詳細は研究部員会議薄幸録参照となって

いたが.その議事録が期日迄に届かなかったりで.基研をよく知らない人にはわかりにくかった｡

松本 : 基研以外に滞在するケースを実現しようと努力してみた｡出張型アトムの趣旨が素粒子論グループ全体に浸透していず,

申請する手続 きの仕方もわからなかった｡

牧 : 公募書類は広い範囲に出されるので,あまり具体的なことは書けなかった｡わからない点は問い合せがあっていくつかの

良い例が出てくると思っていたが,必ずしもそうならなかったようであるO

校本 : 研究室では充分議論したが,アトム型なので個人を主体として申請した方がよいと思い,当人にまかせたが.書類が不備

だった｡
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山田 : ともかく応募が来ているのだから,例が少ないからというので排除するのには反対だ｡

池田 : 先回の議論の主旨にそって実行することにしたい｡

運営委員会で議論可能なように受入れ側からの書類 を出してほしい｡

佐田 : 運営委員会ではア トム型研究員は研究計画の検討はせずに選考しているが出張型もそれでよいかO

田中 : 研究計画の中味は,多くの研究者が出席し,運営委員も出席している研究部員会議で議論することになってお り運営委員

会では細かい点には立入らないで選考している｡

近藤 : 研究部員会議で議論する程研究計画が練れていないといけないとなると申請しにくい｡

敬 : 運営委員会では研究計画の内容を一応ながめるが.それはむしろ基研に来られる動機があるかどうかを確認するためであ

る｡今度の場合は ｢基研の研究員としてA大学からB大学に行 く必要がある｣とい うことがはっきりしているかどうかで判

断することになるだろう｡

山田 : 受け入れ畠側が受け入れたい理由を書 くべきだ｡

原 : 前回からこの制度には葡戎できなかったが,従来のア トムの場合基研に来ることだけで,基研にプラスする面がある｡今

度の場合どういう根拠で選考するのか｡

敬 : 基研 とは直接的なコンタクトがなくて耳 ,間接的にどうF-/｣係するかだろう｡

近藤 : 基研は共同利用研として全国の研究のactivityを高める努力をするべきだO現状で雌也方大学の研究の芽 を育てると

ころがない｡

井町: 我々の提案している研究計画の参加者にも.研究条件の患い所の人が多数いるoそういう人々の研究のactivityを高め

ることは基研の研究計画に影響してくる｡

原 : 従来のアトムと出張型アトムの割合はどこで匪めるのか｡

敬 : 主観が入るが.現在のアトムが始まったときは20-30万円の予算で発足 したCはじめは P.R.不足だったが,実際来

られた人に意見を闘いたりして発展させてきた｡そろそろこれまでの経験をまとめてみる時期にきていると患 うO

-方今年度はア トム型に去年以上の額壮使えないと思 う｡150万円のうち 10-20%が出張型にまわせる限度だと思

う｡

池田(議長 ): 試験的に10-20%の範囲で行 う｡

応募するときには,A大学か らB大学-行く必要性が性っきりわかるような提案説明を行 く方からも,受け入れ

る方からも出すということを確認 したい｡

Visitor制度

達意 : 地方大学では非常勤講師料が少く,スタッフの共同研究の為にはとても使えないし,研究会等に出席するにも講義等であ

けられないということで.孤立してしまうOということで研究者を中心にした講義討論をする人が地方の研究単位に行く制

度として

i)期間は 1週間程度

ji)旅費+宿泊費+日当+謝金を基研から支給する0

第1回 目の予算としては

4万円×5人- 20万円位の枠を作る

iil)申請はVisitorの了解をとり受け入れ側から行 う｡

IV)優先Jl馳

1)大学院のない地方の研究単位

2)修士課程大学院のみがある地方大学

古市 : やってよい,ということになったとき具体的にはどういうケースが考えられるか.

勝木 : 地方大学で極く少数の人がある問題について研究している｡もう少し新しい方法が他でやられているが,自分達には使い

こなせない｡しかしそれを使えば自分達の研究が発展できそうだ,というようなとき誰か講師を呼んで来て講義をしてもら

うというようなことも考えている｡

敬 : プレモレキュー7レという話が出たが.広い意味での基研との関連を考えてみたい｡

近藤 : 2つの内容が含まれている

1つはプレモレキュー′レ的なもの

2番 目は分野のレビュー

ということだ｡前者の場合は基研との関係はすっきりするが,後者はそ ういうわけにはいかない｡しかし.後者もあえて
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ある程度含めたい｡

牧 : 核研のVisitor制度はどういうものだろうか｡

緋田 : 全くここに出ているものとはイメージが違う｡

一つの大学では適当な講師のいないBranchがあるので,そうい う人を講師にして核研で講義をしてもらい.学生さんに

来てもらうo予算が足 りないので学生t,こは滞在費のみで旅費は出さない｡大体 1週間位｡

位田 : 学生さんという範囲は｡

耕田 : 滞在費を出すのは.M.C.,D.C.又はドクターコースを出てすぐの人位｡

堀 : プレモレキュー)i,ができなければならない必然性がわからない｡従来のモレキュー′レの中で考えられないか｡

近藤 : 今のモレキュールはプロジェクト的だ｡それをゆるめるといっても研究内容で審査されるとなると提案しにくい｡

益川 : 枠をゆるめるにしてもむやみにゆるめると全体がぼやけたものになってしまうo新しいシステムを作らないと解決 したこ

とにならない｡

松本 : 制度を先行 させるということより,申請を出しやすいように受け入れる枠を作ってほしいということだ｡

川口: 具体的にどうい うことを希望しておられるのか｡

近藤: 佐賀大には原子核関係の人が4人いるが.非常勤講師の枠はほとんど学生の為の講義にとられ.スタッフの研究の為には

ほとんど使えない｡しかも,旅費の関係で九州の人 しか呼べない｡ということで,研究の話を聞きたいという要求が出てい

るO

大貫 : とらえ方が悪いのかもしれないが,共同利用研の利用というより･その旅費を利用するという感 じがするoむしろ科研費

の総合 Bがこういう制度にはあっていないか｡

山田 : 科研費の武者修業的にするとなるとse7ectionの問題がある｡

こういう問題は,オーバードクターの研究能力の維持の問題等と同じく科研費でも共同利用研でも考えていくべきことだ｡

栗山 : 地方大学の問題等を研究者 レベ′レでどうとらえるか,問題が捷起されてきた背景を考えて議論してほしい｡

田中 : 基研を使 うということは共同利用のシステムを使うということO新しい制度は一般論から要求されたときは注意して討論

する必要がある｡具体わな捷案を次々に出してもらって,それを十分検討して実施してみて考えていく｡

松本 : Ⅹ一研究部門というような枠をきめてそれについては型 を限定しないで申し出ることができるものを設けてはどうか｡

耕田 : 条件っきで賛成｡大学院のない大学が非常勤講師の枠でよんだ人に学生向けの講義のあとも滞在して研究者向けの講義 を

たのむとき,その滞在費を基研で出してはどうかO

井町 : 高エネ′レギー研で呼んだ横沢氏が一どことどこに行って話されるか･九州では全然わからなかったo地方にいやとインフ

ォーメーションが不足する｡

位田 : 田中案に賛成

従来の研究計画募集に ｢長期,短期モレキュール型研究計画の外に形式 ･内容共に新しい研究計画の応募を歓迎いたしま

す｣とあるO

現在これは形骸化しているが,この精神を生かして.新しい枠は作らずに具体的な提案をしてもらったらどうか｡

玉垣 : 公募は公文書として出されるので表現には限界がある｡研究部員とか事情にくわしい人が積極的に努力していただかない

とできない｡

牧 : 公募書類に ｢従来の枠にとらわれない計画を奨励する為に別枠 (10万円位 )を用意致 し生すので御応募下さい｣という

ようなことを書 くことにしたらどうか｡事情をよく知った人が試みに始められるべきだ｡

田中 : 提案が出やすくするという意味で枠を設けておくのはよいことだ｡

地方大学の研究者にも二通 りあるo

大学で ドクターをとった人が地方に就職しており,その人がもとの大学の研究者と交流したいというのなら従来のシス

テムで解決できるo一方,もともと地方にいた人にとってはそれでは解決できない｡これらの人が利用できるようになる

べきだO

勝木 : 就職難が深刻になり地方に若い人がくるようになる前から,長い間地方の大学作りに努力してきた人々の間からこうい う

要求は出ている｡

古市 : 牧氏の言われた線でいきたい｡具体的に研究部員等がよく宣伝して趣 旨を徹底させるようにしていただきたい0

8.昭和47年度前期研究計画捷案

夫 々の研究計画について提案説明が行われ質議が行われた｡その後予算額 と要求額が以下のように提示 され

素 粒 子 関 係 座長 磯
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原 子 核 関 係 座長 栗 山

物 性 関 係 〝 長 岡

にわかれてインフォーマ/レ･ミーティングが行われた｡

0 .昭和47年度研究員尊旅費予算

研究部員会議運営委員会

所 員 自 由 研 究 費

旅 費 付 談 話 会

職 員 研 修

ア ト ム 型 研 究 員

昭和47年度前期研究計画予算

( A - B ) ×

○ 昭和47年度共同利用校費予算

990万円 A

22p万円 *

30万円

15万円 B

5万円

150万円

㌔ - 380万円

270万円 **

うち前期予算 270万円 × ㌔ - 180万円
○研究計画応募,要求額

研 窄 員 等 旅 費 592.2- 597.2万円

校 費 計 算 費 137.5万円

印 刷 費 20 万円

報告書.プレプリント

* 実施の上でこの額を大きくオーバーしそ うなときは,滞在費のカットをする｡

･* 昭和 44年度～46年度実績相当額

9.昭和47年度前期研究計画決定

インフォーマルミーティングのあと.座長と議長団で作成した原案が示され,以下の議論があり別紙の通 り決定されたO

磯 : 素粒子のインフォーマ′レ･ミーティングでは
〟 〟

短期の 1. Xaon のもっ弱い相互作用 〝は,内容的にモレキュー′レ4･の 新 しい相互作用の可能性pに含まれるので･

そちら-持参金っきで入るなら援助する｡ということだったので額は決めていない｡

夏の学校に出すかどうかはここで議論 してほしい｡採 り上げた分については0.6倍 した額にケースごとに回数 ,人数等 を

考えて多少上づみ分を復活して変更を加えたO

長岡 : 物性では

o 短期の8.〝分子結晶に於 る相転移と分子運動 Uは固定したメンバーで2年間続いたo今年はむしろ物性研に提案した方

が望ましいということではずしたo

o 短期の5,n相転移の統計力学Dは大きいテーマであるので数学的方法を中心 とするという特色をはっきりさせるD

o 短のの9.0ElectronsinDisorderedSystemsuは液体金属 Conference関係なので外人滞在費がこなかったとき

の考慮も入っている｡

栗山 : 原子核ではどの計画 も学問的意義は認められるので要求額に 0.6をかけた金額に少し調整を加えた｡

○短期の2.〝3体問題 〝は参加予定者が北に偏っているので基研以外の場所で研究会を開くことを考えている｡
o 短期の 7."中重核の集団運動 Uは外人の参加があることを考慮している｡

夏の学校について

長岡 : 物性のインフォーマJL,ミーティングでは次のような意見が出された｡

昨年の議事録にもあるように物性と素粒子では科研費の事情も違 う｡物性関係では班 もいろいろ分れていて必ずしも科研

費の方が基研よりよいということも言えないb

しかし毎年事務局の連絡がうまくいっておらず.科研費に要求することをしていないのはまずいので,来年度の予算にな

るにせよ.科研費に申請する手続を今から始め,次の部員会に報告 してもらうという条件つきで.今年は出してもよいとい

うことだった｡

夏の学校の意義は認められるし,基研か ら援助 しても悪 くないということだった｡

栗山 : 原子核関係は意義は認めてお り.校費は出せなくはないという意見だった｡しかし三者の提案であるのに素粒子の説明し

かなく資料不足だ｡

山田 : 三者,物性ともほぼ同規模の学校だ｡素粒子では科研費で-30万円出すこと1こなってお り事情は違 うが,両方出てくると
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昭 和 4-7年 度 前 期 研 究 計 画 決 定 一 覧 ( )は要求額

フ一 ､- ~マ 世 話 人 旅 費 校 費 研 究 会 等開催予定時期 備 考

長期 】_弱い相互作用と核構造2.物質の新形態と基本粒千 高橋耕土,藤田純一.大坪久夫森田正人,武谷三男.藤本陽一 万円20 (30ー25 (35) 万円30(30)(計算費 )プレプリントα (127謂(1謂 or1月(H6月,9月,11月 研究会 (15 JN-%打合せ会 2-3匝l
節究′計画 3.UrbarVon Rearrpn-gementと素粒子反応4.duality と対称性5.素粒子の模型と構造 松岡武夫.井町昌弘,坂寮昌子_秋葉巴也,細田昌孝,山田雅夫位田正邦大貫義郎.鈴木恒雄.牧 二郎益川敏英,松本賢一 30 (40)30 (50)30 (40) 報告書 β E3 Sプレプ リン ト保留

小 計 135(195) 30+♂(30+α+β)

1.Kaonのもつ弱い相互作用 宮崎 思.高杉英一 o(30.2) 0(30) 6-9月のいつか 参加者約 40人

短 2.三体問題 尾立晋禅,笹川辰弥 14 (23) 7月以降

期 3.ⅠnclusiVeReactir)∩4.Leptonをprobeと しキhadronの構造の研究 - 原 康夫.木下紀正,菅原寛孝高橋嘉右班:幡 武.柴崎一郎.小林 誠牲川 章.牟甲泰三鈴木増雄.川崎辰夫,山崎義武蔵元由紀 25 (35)25 (35) 6-7月中旬9月上旬
研 5.相転移の統計力学 25 (3~0) 6月下旬 ′′ 約 25人

究 6.量子液体と量子固体の理論 宗田敏雄,大兄哲巨∴生井沢寛 20 (30) 6月 ′′ 約 25人

計 7.申重核の集団運動 丸森寿夫,村岡光男.山村正俊 25(2537) 9月上or中旬 ′′~約25人

画 8.分子結晶における相転 中村 伝,千原秀昭,伊藤光男 o(30)40 (50) 7月頃8/虐1.9̂ .8/2 ′′ 約30人′′ 約80人移と分子運動 .9.Electrot一Sin 星野禎男,中野藤生.山本常信片岡洋右遠藤裕久.田中 実,松田博嗣 (計算費)
DisorderedSystems 米沢富美子,渡部三雄 or9/ll- 13

288.2174 7293.2 o(30)

6.3..4体問題と核力 田中 -.樋浦 順 ,赤石義紀酒井源樹 22.5(22.5)

小 計 53 ( 79) 77.5(77.5)

夏 1.′72年物性若手夏の 市川泰丸,本村良祐,三宅和正 5 (20) 5 .(20) 7,48-8/1 参加者約350人

校 黒田正明 (印刷費 ) 一週間

小 計 5 (30) 5 (20)
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同等に扱いたい｡

玉垣 : 同じような議論を3年間やっているが,素粒子では去年のここの議論をふまえ科研費をふやした｡物性ではそういうこと

を考える場を持たれたか｡若手が獲得運動をするのもよいが,若手を育てる立場のスタッフでそうい う場を持っことも必要

ではないかO

長岡 : 科研費の班がバラバラで科研費から出すのはおかしいという班もある｡

中野 : 若手で各班にあたってみるということになっていたが,若手の連絡が悪く,それをやっていない｡

長岡 : 若手の案は自己負担以外は基研,物性研に要求しているのみだ｡物性研は校費を認めている｡一つの考え方は.若手に努

力してもらい,うまくいかなかった場合には6月に提案したらどうかo基研としては奉賀帳の筆頭に加わるという考え方で

もよい｡

原 : 物性の計画をみると講師謝礼 15万円,原稿料 5万円となっている｡講師は無料奉仕することにしてこれを削ったらよい｡

附置研のスタッフは,その附置された大学で教える代 りに夏の学校等で奉仕せよ｡

敬 : 素粒子のインフォーマル,ミーティングでは去年の3つの確認事項にそって議論されたO提案では研究会方式 となってい

るがむしろConfeTenCe方式のように思われる｡貞専旅費から援助する根拠は見出せなかった｡

垣谷 : 共同利用研の教官が講師になる場合は確かにconpensationの意味はもつが,必ずしもそういう人ばかりいくわけではな

レヽ○

若手が講師を選び.依頼するのに必要だと思っているのだから生かせたらよい｡

原 : 若手はできるだけ自分の力でやれということ｡5000円の原稿料でよい原稿を書けとい うのはおかしい｡旅費で赤字が

出なければ誰でも行くと思う｡

牧 : 奉賀帳の筆頭 という話があったが,その金額はどれ くらいと思っておられるかO三者ではここで出ないときは研究室でカ

ンパという声があった｡参考にしたい.

長岡 : maximum io万円と思っている｡

玉垣 : 三者は説明が充分開けていないし,物性は科研費での努力がされていない｡基研としては去年以上出せる筋はない｡

こういう面での努力を要請し.決定は6月までのばしたらどうか｡

敬 : 物性旅費5万円.三者は校費のみ5万円ということで奉賀帳をまわしたらどうか｡昨年は旅費がゆっくりしていた｡今年

とずい分事情が違 う｡

長岡 : 5万円,5万円であとを努力してみて,もう一度基研に奉賀帳がまわって来ることもありうるとしてよいか｡

田中 : 素粒子原子核は校費5万-10万出す｡

物性は科研費からの援助がないのなら物性グループで夏の学校のサポー トがないということとみなし.科研費で5万円以

上の援助がないときは旅費5万円を出さないというの.はどうか｡

長岡 : 科研費から出すか否かは必ずしもサポー トするか否かにならない,それ以外の筋ということもある｡物性研は出すわけで.

物性の人 もサポー トはしている.

栗山: 三者は説明不足だ｡三者相互の discussionを大いにやっていただきたい｡

それをやった上で6月に再提案してほしい｡

田中 : 筋違いとい うことはどこにとっても同じ｡

夏の学校の援助をするか否かは,どうサポー トするかという問題

松田: 基研が必ずサポー トするべきということも.そうでないということも言えない｡基研は自主的に決めるべきだ｡今回は5

万円づっ認めることにしたらどうか｡

中野 : 1. 三者 校費 5万円. 物性 校費 5万円 を出す

2.次回再握案

3. 5万円,5万円でもう｢度要求してもよい｡

という考えが出ているが,どうするか｡

碓井 : 再提案はいっでも許されていることで言うまでもない｡

中野 : 1or2になるのか｡

黒田: 既に準備に動き出しているので予算を決めてほしい｡説明不足はまずかったと思っている｡5万円認めていただいて.徳

期に再擾案することも認めてほしい｡

牧 : 4月の素粒子論懇談会でも議論されることが望ましい｡

再提案は可能だ｡
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中野 : 三者は校費5万円,物性は旅費 5万円とし.夫々の側で議論 し次回再提案の道は残してお くことにする｡
(議長)

〔Kaonのもつ弱い相互作用について 〕

察 : Kaonが 0になっているO 若い人達がファイ トをもやして提案しているので全部削ってしまうのはおしい｡小規模でも

独自で組織 してもらった方がよい.

磯 : 若い人をおさえるのはよくないと思ってモレキュー′レではだめかという質問をしたが大きい研究会か0かを希望するとい

うことだった｡

察 : 趣旨説明もはっきりしない｡モレキュールを拡大してとも書いてある｡モレキュー′レと短期のイメージがはっきりしてい

ないらしいD

牧 : 素粒子のインフォーマ/レ,ミーティングの討議に基いて判断するとこれはやはり短期だ.プロジェクトがはっきりしてお

り･参加者は公募 して決めるということらしいが,30人で3日間という規模は間額だ｡

小規模の短期 (10人位 )という修正案を出してみて,もしそれでだめだということになれば今回はやめるというのでど

うか｡

原 : 世話人と議長団で検討したらどうか｡

山田 : それより6月に提案することにした方がよい｡ここで金額を決めるか0かだ｡

察 : 新 しい世話人であるし,encourageしたい｡

13万円を短期としてあてる｡しかし世話人が返上するならそれでもよい,というのでどうか｡

磯 : 中味がはっきりしていない｡研究会を組織しなければ研究できないということでもないので･急ぐ話ではない｡

もしモレキュープレがめんどうをみて下さるならそちらを強化してまとめる｡

山田 : 今のところ近い所の人が話しあったというだけで研究会を開く段階でない｡再提案の方がよい｡

岩崎 : 世話人がここにいないので議論しにくい｡今後世話人に2日目も出席 していただくようにしてはどうか｡

中野 : Kaonは再提案ということにするo

古市 : 校費についても再確認しておく必要がある｡ブレブ1)ント 報告書の要求額の未定分があるがどうするか｡

井町: 報告書は60-70ページになると思う｡

湯川 : プレプリントは原則論は所属機関から出すことだろうが,サプルメントに研究会の報告を出していただくことを望んでい

る｡サプルメントの全部のプレプ リントをここで出すことは予算的にも無理だろうが,基研の研究会のmeeting report

･を出すのはよいことだと思う｡

牧 : 一部は既に核研で出ている｡ここで要求されているのは.基研の研究会でやられた部分ということらしい｡

中野 : プレプリント代の点を除いては承認し,プレプリン トについては,今回は保留し,提案者の側で具体的な内容を説明をつ
(議長)

けて次回に再提案してもらう｡

10. 国際交流について

牧 : 2つの話がある｡

○第-はトリエステの IAEA理論物理学センターのサラム所長から協力の要請があった｡

IAEAでは低開発国の研究生を招いているが日本からもSeniorな研究者を派遣 してほしい｡しかし資金が不足してい

･るので,日本で1-1.5万 ドJL,のお金をキープし,それで研究者を派遣 してほしいということだ｡現在.ドイツ,スペイン,

スウェーデンではそうい うや り方をしてもらってお り,オランダでも近 く始めるらしい｡学術会議に協力を要望している｡

しばらく学術会議とサラム氏との橋渡 しを私がや っていくことになると思う｡

○第 2は,この1月に来日したキェフの理論物理学研究所副所長のV.P.Shelest氏から,両研究所をチャンネルとして研

究者を交流 したいという申し出があり,所内で検討した結果,その実現のために両方で努力をするという覚え書きを作った｡

キェフは トリノ大学.マイアミ大学,アンリポアンカレ研究所 とも交流しており,マックスブランク研究所 とも交流しようと

しているQ

資 料 参 照

最近Sbelest氏からソ連では連邦アカデミーの意見で,日本の関係機関として日本学術会議以外に学士院と学術振興会を

加えるという修正をしたいが,それ以外には approveされた, とい う手続がきた0

1月に西島,Shelest両氏と私で文部省の関係者に会って協力を要請したところ前向きに検討するということだった｡

このことで京大総長に会ったところ総長も積極的に進めることに賛成であると言われた｡

湯川: 将来,国際交流を大きく考え,他の国ともこれと似た協定ができていくことが望ましい｡

- 92-



川口: 日本人が行ったときの滞在費を向うが出すのか｡

牧 : そ ういう具体的な問題はまだ藩論していないが,滞在費は向うもち,旅費はこちらもちということらしい｡

山口: こういう問題で困るのはいつもお金のことだ｡さしあたっては学振にたのむことになるのだろうが,万博記念事業という

のがあり.学術交流に使 う可能性があるので,-3なぎの措置として.こ.のケースにも使えないか｡

山田 : 日英の間には学術会議及び学士院とRoyallsocietyとの間に協定があるが.実施面は学振がうけもっている｡今度 もや

るkLでも学振との話し合いが必要になるだろう｡

牧 : 研究者がControlできる状態でないと困る. 学坂では.急に今年から米国派遣の制度を発足させたが,第-年度は米国

派遣 に応募するか否かを,英国派遣に応募した人だけに問合せてきたとい うことである｡公平にやってもらわないと困る｡

山田 : トリエステの件は.日本から行 くのは教育者として行 くのだと思 う｡ IUPAP等いろんな所からG N･P･にみあう援助

は当然だということを言ってきているが,予算が認められずどうしようもない｡一般論 としては長期的にそういうことも含

めて考えるべきだ｡又こういう問題は科学技術庁との関係も考えねばならない｡

川口: 今,日本はいくらぐらい分担金を出しているのか｡

牧 : 政府か らIAEAには出しているが,特に トリエステに,という風には出していない｡

山口: IAEAのお金はいろいろのことに使われるのでトリエステには少ししか来ない｡サラムの手紙は IAEAを通さないお

金をキープしてはしいということだろう｡

牧 : 科学技術庁などではまずその点でひっかかる｡ IAEAの分担金をこれだけはらっているではないかというだろう｡サラム

氏の希望は, IAEAを通さないfundをこちらに用意 し.それによって人を推薦 してくれということ｡

湯川 : 外務省のJapanFundというのはどういうものか｡

牧 : 国際交流基本法案というものが国会に出されているが.その条文内容には国際文化交流となってお り,学術は文化には入

らないということだ｡

それでは困るので名称を国際文化交流基本法 とするか,そのままの名称で学術も含ませるという要求をする必要があろう

とい う意見もある｡

サラムの件はしばらく私が窓口になって話を進めたい｡

キエフの件はmemorandumを基研として受け入れてよいものかどうか議論 していただきたい｡

各研究所が性格の似た外国の研究所と.regularな交換ができるようになり,交換の網の目ができていくことが望ましい｡

小川 : この計画を進めることに賛成,窓口の一つとして学振のようなところを通 してやるのはよいと思 うが,研究所の意向が尊

重されることを特に留意 していただきたい｡

牧 : 送 る側の研究所が,受入れ側に名簿を渡し,その中から受入れる人を選ぶことになっている｡

湯川 : 要求は概算要求でするのか｡

牧 : 特別事業費として概算要求が出せると思う｡

山口 : 国際交流についても.実際の要求があったときに地道にとりくんでいく必要がある｡

古市(議長 ): 積極的にやっていくべきだということだった｡基研として具体的に進めたい｡

ll. 基研の充実計画

牧 : 前回の研究部員会議以後.充実計画小委員会 (高木,確井,松田,位田.牧 )を2度開き.自由討論をしたが,次のよう

な問題点が論じられた｡

1. 研究員等旅費の使い方の方針として,研究会に重点をお くか,ア トム型的なものに力点をお くかは基研の性格,理念 と

も関係 し,より具体的には固有部門や客員部門の在り方の問題でもある｡

今後この間題をどう考えていくか｡

2.客員部門はその機能からみて2-3部門おかれることが望 ましい｡但し,1年以内とい うのでな くそれ以上の場合も十

分考えられる｡

(生物物理の研究計画を何年かにわたってとりあげた経験もある｡)

固有部門は 6部門までの方がよい｡

3.基研を衰えている全国の研究組織をみると,いわゆる大研究室とよばれるいくつかのものと,地方大学の研究者があり,

前者はそれ自体で closeLようとする傾向がみられる｡また後者は前者にrepulsiveな力 をうけがちである｡基研は種

々の意味で大小研究室の臥 地方研究単位の間.大研究室の間.さらに異なる分野の間をつなぐ 〝触媒 〝になることに本

来的な役割の一つがあるのではないか｡

4.地域センターの考え｡
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基研はいたずらに大研究所になるべきではなく,基研とは独立な共同利用の facilityをいくっか作ることも考えてい

くべきか｡

5.客員部門と逆に基研のスタッフが一定期間他の研究機関に出向いて行くということを予算的に確立できないか(Visibr

制度 )

また,現在の流動研究員制変も当初捷案された趣旨は共同利用研究所にそういう枠をっけるということだったらしい｡

又.大学院生の問額として,夏の学校や冬の学校の制度化はできないか｡

6. 国際交流の推進も考えていかねばならない｡

ということだったが,これにっいての御意見や･48年度の概算要求で出すべき計画があれば出していただきたい｡

山田 : 一般に研究者の牢員増に重点をおいて考 えがちだが･それだけでなく研究を助ける人員のことを充分考えて要求してほし

レヽ○

牧 : 事務系職員の増員については親局から大学本部 を通しての要求以外に.共同利用研究所長懇談会からも文部省に要求して

いる｡文部省は昨年 10月の研究所長会藤倉同部会では共同利用研究所についてはきめ細かく配慮するとのことだった.

12. 原子核将来計画について

山田 : 核特委は存続するか否かの重大な事態であるが,将来計画全体は大 きな変化はない｡簡単に説明すると

高エネ/レギー研究所については

o 今変の予算で人員増があった

O 評議員人事の件は前回以後変化がない｡

o 運営協議員は所外委員はほぼ選出が終った｡

理論は 小川･武田の両氏にお願_いすることになるだろう｡

構成は所外委員が

高エネルギー5名. 理論1名, 高エネ′レギー関係の理論 1名. 低エネルギー核実験 1名

高エネ′レギー核物理実験 1名. 宇宙線 1名

所内 8名

となっている｡

超高エネ′レギー研究所は兼敏に教授 1,助教授 1の定員がっいた｡

核物理研究センターは

定員増があった.

昨年 12月 1日に運営委員会が発足し.KBJが解散 した｡

湯川: 核物理研究センターは共同利用研究所になる見通しがあるのか｡

高木 : そのように努力してい る｡

山口 : 低エネルギーは核物理センターの次の計画の話をしているが,高エネルギーも筑波がまがりな りにも発足した現在..次の

計画のことを考えるべきだ｡現在の計画にほとんど関与しなかった若い層に頑張ってほしい｡

13. そ の 他

緋田 : 就職難が厳しくなり.ドクターをとっても就職できない人がふえて きている｡

A大学で ド_ククーをとったが就職できないので郷里に帰り家業を手伝いながらその近くのB大学-出入りをする｡という

ケースが出てきつつある｡そういう人の研究条件 ▲ゼ ロックス,論文の投稿料等出してもらえるところがない｡

しばらく枠を決めて共同利用研でそうい う負担をしてもらえないかb数年後には莫大な額が必要になりそういうことでは

とても追いつかなくなるだろう｡ 一応こういうところで始めて既成事実を作っておき,予算要求をしたい｡

･*野董 : そういう人にいじわるをする大学の例があるのか｡-

大貫 : 私立大学には.特にいじわるをするということではないが,別刷代は払わない｡ゼロックスはない･とい うところがある

のは事実である｡

牧 ･. 別刷代は昔は科研費で払っていたが,42年度から廃止した｡それを条件つきで復活することは考えてよい｡

湯川 : プログレスの投稿にもいろいろのケースがあり,イン ド等からの投稿でお金がないから投稿料は払えないといってきてI

とりたてないままになっているものもある｡国内でも事情によってはそういう問頓を考えてもよい0

枚田 : 特別の場合はリプリントなしで配慮してもよい｡

川口: 自分の所でベス トの努力をされることも必要

柳田 : 研究計画の中でこういうものをとりあげられないか｡

-94-

ノ/



山田 : 当面は科研費でできるが数年後には無理

湯川: 当面いくらぐらい必要か

緋田 : 数万円だと思う｡

永田 : 根本的解決と個別の現実的解決とに関連して,OD問額で院生と討論すると, n昔も皆がんばった｡今の若い者も頑張れb

という年寄 り論を今昔不易論と批判している｡現在の 0･D･間頓は政府の現在の科学技術政策のゆがみの結果としてでてき

ている｡かっても素粒子論グ/レ-プで ｢がけのある絵｣や ｢産児制限論｣の時代があった｡そ してそれらの時期の就職問題

は次の政府の新しい政策の下に吸収されていった｡もちろんそれはその前のゆがみをさらにはげしくしてゆくものであるが

今回も中教審の政策,大学の格差政策の下に吸収されてゆく可能性がある｡今.素粒子論グタレ-プでは根本的な議論をする

場が事実上なくなっている｡素粒子論グ′レ-プ森談会でもできない｡基研の研究部員会議はその点充分時間をかけて議論で

きる場になっている｡その意味でこの問題でも,もっと根本的なところ-立戻って議論してほしい｡かって素粒子論グルー

プは原子力問題でも三原則をここの討論の中から生み出し,湯川先生が原子力委員会-出られた頃も,動力炉導入に関連し

て日本の原子力開発の方針をめぐって活発な討論が行われたoその原子力問題も,今大きな転換期にきている.かって素粒

子論グ/レ-プが指摘した点がまさに問題であることが明らかになっているときに,政府は逆に原子力発電倍増計画を出して

きている｡他方では三原則は住民運動のなかで生き生きと斗いの武器になっているo核物理研究者がやはり日本の原子力政

策に根本的に批判を加える必要があると思う｡

研究寵員会議はやはり根本的討論をする場になっている.

特別の事情の場合の別刷代の問轟についてはとりあえず科研費で始めることを4月の素粒子論懇談会で考えたらどうか｡

以 上

文 責 研究部員会議議長団

第 56回運営委員会議事録
1972年3月4日

於 基研 コロキウム室

議 長 牧 二郎

出席者 湯川秀樹,田中 -,山口寡夫.大貫義郎,小川修三,森 肇,小林 稔.井上 健･

松原武生.碓井恒丸.高木修二.松田博嗣,玉垣良三,位田正邦

欠席者 久保亮五 (外国出張中)

中嶋貞雄 ( // )

議 題 1.第 55回研究部員会議の報告と承認

2.運営委員の補充について

3.助教授選考

4.助手補充について

5.昭和47年度併任教授について

6.昭和47年度前期ア トム型研究員選考

7.昭和47年度湯川奨学生選考

8.昭和 48年度概算要由 こついて

9.その他

1.第55回研究部員会議の報告と承認

所長から報告がおこなわれ.次のような補足意見が出て承認 されたO

外国人招樽について

牧 : 運営委員会からの要望を文部省の大学学術局長あてに綻出した03月8日に物性研所長の鈴木氏と文部省に行くことにな

っている｡
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編 集 後 記

今月号の編集会議は,約三年ぶり,元編集長のYさん以来の女性(事務を手伝って下さ

っている人 )をまじえ,なごやかな雰囲気の中で行なわれました｡

今回の会議で,昨年 vol16,No.2, 3で行いました ｢化学反応特集｣に続いて,境界

領域特集 第 2弾 を,｢地球 ,宇宙 物理 と物性 ｣(仮題 )というテーマで近 く発刊する

事カモ決定されましたo最近では,とかく研究者が個々の分野に閉じこもりがちですが,そ

の様なタコツボ的状況を打開する,より大きな視野に立った研究,他の分野の方法論等を

用いた研究には,各分野相互の間の知識,方法論,問題点の交流が不可決であると思いま

す｡今回はとくに,各分野の人に原稿を依頼 し,その分野の重要な問題点,又物性論にど

のような事を期待するかを中心課題に執筆して頂く予定ですO

風 薫る頃,京都の山々は新緑が一段 とあざやかです｡ 't風ひかる"とは春の風, "風か

おる "とは初夏の風との由,微妙な感覚Fi日本人特有のものでしょうかO 自然現象の中に

法則を兄い出すことも又,非常に繊細な感覚ではないでしょうかO (TO･)

物 性 研 究

第 18巻 第 2号

1972年 5月20日発行

発行人 桧 田 博 嗣
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5月 号 の 掲 示板

負 寡

当研究室では,助手 1名 を下記の要領 で公募致 します｡

公 募 人 員 助手 1名

専 門 分 野 物性理論

着 任 時 期 昭和 47年 8月 1日

任 期 5±2年

提 出 書 類 履歴書,業績 リス ト及 び研究歴,重な論文 リス ト

今後の研究計画,推薦状

公募締切 日 昭和 47年 7月 1日

あ て 先 112 東京都文京区大塚 3の 29の 1

東京教育大学理学部物理学教室

宗 田 敏 雄

学内事情によ り大変急いでお りますので,御関係 の方 々の御推薦,御応

募 をお願 い致 します｡なお当研究室の主なスタッフは下記の通 りです0

教 授

助 教 授

講 師

助 手

沢 田 克 .郎

高 野 文 彦

小 寺 武 康

宗 田 敏 雄

大 沢 健 郎

高 田 慧

東京教育大学理学部物理学教室

物性理論研究室 宗 田 敏 雄
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